
公開保育（全担任 年２回）     期の振り返り（ワークショップ）  講師を招き理論研究・園庭環境見直し   

【様式１】 

 団体名 

    南風原町立津嘉山幼稚園 

連絡先  ＴＥＬ：098-889-4559 

Ｅメール：youchien.tsukazan@town.haebaru.lg.jp 

 

 １ 「園内研修における特色ある取り組み」 

 

 ２ 実践内容 

  （１）園内公開保育と保育研究会の実践、ビデオ研究会の実践 

  （２）研究主任・副主任、環境主任を中心とした園庭環境の見直しと改善 

（３）期ごとの「伝え合い」の育ちの振り返りと保育の見直し 

  （４）講師を招聘しての理論研修及び保育や園庭環境の振り返り 

     講師：大城 美恵子（島尻教育事務所 指導主事）、宮城 利佳子（琉球大学 教育学部講師） 

  （５）研究主任・副主任による副担任への研修会の実施 

 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 成果 

・園内公開保育で保育実践を互いに見せ合い、また保育研究会では保育を振り返り、クラスの課題 

や困り感を担任間で共有した。援助の仕方やうまくいった指導法などの情報交換を行い、公開者・ 

参観者ともに自身の保育を見直し、改善につなげることができた。 

・子供たちの興味や関心を職員で共有して園庭環境の改善を行ったことで、学びにつながる言葉か 

けや援助の仕方に一貫性が生まれ、子供たちの育ちにつながった。 

・期ごとの育ちをワークショップで振り返ることで、次の期への課題や必要な取組を担任間で共有  

できた。また研修内容を掲示することで、副担任や支援員とも共通理解することができた。 

  ・講師を招き、園庭環境の改善策や保育の中での疑問や困り感について理論と関連させながら助言 

して頂いたことで、全職員で目的意識を持ち環境改善や保育に努めることができた。 

  ・副担任への研修会を行ったことで、担任と協力して環境を整え、伝え合いの育ちを意識して子供 

たちへの言葉かけや援助を工夫するなど、保育への意識が高まった。 

 

 ５ 課題と今後の取組 

  ・全職員で会議をする時間の確保が難しい。研修内容の掲示や研修時間の設定、人員配置を工夫し  

て共通理解を図り、園内研修のテーマ達成に向け全職員で取り組んでいきたい。 

  ・コロナ禍で園外研修への参加が難しい。オンライン研修への積極的な参加や園内研修のさらなる  

充実を図ることで、子供たちの健やかな育ちに必要な取組や保育の中での教師の困り感等の解 

決・改善に努めていきたい。 


